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公
共
下
水
道
事
業

新
病
院
の
建
設
と
診
療

機
能
の
強
化

朽
化
施
設
、
災
害
時
に
脆
弱
な
施
設
に

対
す
る
更
新
お
よ
び
耐
震
化
、
配
水
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
の
課
題
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
水

道
事
業
基
本
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
下
水
処
理
施
設
の
整
備
を
効
率
的
か

つ
適
正
に
進
め
る
た
め
、
集
合
処
理
区

域
と
浄
化
槽
に
よ
る
個
別
処
理
エ
リ
ア

の
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基

づ
き
、
合
併
浄
化
槽
の
補
助
金
の
増
額

な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
今
後
の
下
水

道
整
備
計
画
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
完
成
し
て
い
る
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
稼
動
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

供
用
開
始
エ
リ
ア
内
の
接
続
率
ア
ッ

プ
を
図
る
よ
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
工
事
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
長
船

中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
処
理
設
備

工
事
を
行
う
ほ
か
、
面
整
備
に
つ
い
て

は
、
牛
窓
町
長
浜
地
内
、
邑
久
町
山
田

庄
地
内
、
長
船
町
服
部
地
内
の
管
渠
整

備
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
全
体
に
対
す
る
下

水
道
の
普
及
率
は
、
平
成
20
年
度
末
時

点
の
12
・
４
％
か
ら
、
平
成
21
年
度
末

で
約
16
％
に
、
ま
た
、
平
成
22
年
度
末

で
約
21
％
に
な
る
見
込
み
で
す
。

 

農
業
集
落
排
水
事
業
の
予
定
個
所
は

平
成
21
年
度
で
完
了
し
ま
す
。
ま
た
、

美
和
・
牛
文
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
東
須

恵
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
統
合
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
は
、
市
内
４
カ
所
の
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
業
務
が
中
心
と

な
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
末
に
尻
海
地
区
、
美
和
・

牛
文
地
区
の
新
規
供
用
開
始
を
予
定
し

て
お
り
、
公
共
下
水
道
と
集
落
排
水
を

合
わ
せ
た
汚
水
処
理
施
設
の
普
及
率

は
、
平
成
20
年
度
末
の
18
％
か
ら
27
％

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
昨
年
は
本
市
に
お
け
る
大
規
模
災
害

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
内
で
は
、

美
作
市
が
集
中
豪
雨
・
竜
巻
の
自
然
災

害
に
よ
り
大
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
大
地
震
な
ど
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

に
対
応
で
き
る
消
防
体
制
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
消
防
団
組
織
の
充
実
の
た
め

１
月
１
日
付
け
で
本
部
員
の
登
用
、

ま
た
新
た
に
女
性
消
防
団
員
の
入
団
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
消
防
団
を
は
じ

め
市
民
や
関
係
機
関
な
ど
幅
広
い
地
域

社
会
と
連
携
し
、
そ
し
て
関
係
部
局
と

も
連
絡
を
と
り
な
が
ら
自
主
防
災
組
織

の
育
成
に
努
め
、
総
合
的
な
消
防
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
実
施
し
た
「
市
民
病
院

及
び
牛
窓
診
療
所
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
市
民
病
院

お
よ
び
牛
窓
診
療
所
の
診
療
機
能
に

つ
い
て
、「
充
実
し
て
ほ
し
い
」
と
答

え
た
人
と
、「
維
持
し
て
ほ
し
い
」
と

答
え
た
人
を
合
わ
せ
る
と
53
・
７
％
で
、

半
数
を
超
え
て
お
り
、
多
く
の
人
が
、

市
民
病
院
お
よ
び
牛
窓
診
療
所
の
診
療

機
能
の
充
実
、
維
持
を
望
ん
で
い
る
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
病
院
の
建
替
え
に
つ
い

て
は
、「
建
替
え
す
べ
き
」
が
36
・
６
％

で
、「
建
替
え
は
せ
ず
、
い
ず
れ
閉
鎖
」

が
14
・
６
％
、「
早
急
に
閉
鎖
す
べ
き
」

が
５
・
０
％
で
、
建
替
え
を
望
む
声
が
、

「
建
替
え
は
せ
ず
、い
ず
れ
閉
鎖
」
と
「
早

急
に
閉
鎖
」
を
合
わ
せ
た
数
の
約
２
倍

近
い
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
、

瀬
戸
内
市
民
病
院
に
つ
い
て
新
病
院
の

建
設
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
平
成
22
年

度
中
に
基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
病
院
建
設
の
財
源
に
つ
い

て
は
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
な
ど
、

で
き
る
だ
け
市
の
財
政
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。
運
営
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
営

形
態
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
病
院
の
建
設
に
向
け
て
、

診
療
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
、
診
療
機
能
の
強
化
を
図

る
た
め
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
に
よ
る

診
療
情
報
の
Ｉ
Ｔ
化
や
、
病
院
機
能
評

価
を
受
け
る
な
ど
、
診
療
シ
ス
テ
ム
の

改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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ホ
ー
ル
保
育
の
解
消
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
目
的
と
し
て

進
め
て
き
た
民
間
保
育
園
の
新
設
に
つ

い
て
、
設
置
・
運
営
主
体
と
な
る
社
会

福
祉
法
人
を
公
募
し
た
結
果
、
２
法
人

か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
提
案
内
容

や
法
人
の
運
営
状
況
を
審
査
し
、
そ
の

答
申
に
基
づ
き
、
２
月
８
日
に
、
社
会

福
祉
法
人
交
友
会
を
設
置
運
営
事
業
者

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
岡
山
市
東
区
益
野
町
に

あ
る
「
ち
と
せ
保
育
園
」
を
含
め
て
３

園
を
設
置
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
提
案
内
容
は
、
Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
長
船
駅

前
の
約
１
、８
０
０
平
方
　
の
土
地
を

同
法
人
が
購
入
し
、
80
人
定
員
の
保
育

園
を
開
園
す
る
と
い
う
も
の
で
、
開

園
予
定
は
、
平
成
23
年
４
月
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　　
国
は
、
水
田
農
業
の
経
営
を
安
定
さ

せ
、
食
料
自
給
率
向
上
の
環
境
整
備
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
23
年

度
か
ら
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
本
格
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
水
田
を
フ
ル
に
活

用
し
、
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
な
ど
の

生
産
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
食
料
自
給

率
向
上
を
目
指
す
「
水
田
利
活
用
自
給

力
向
上
事
業
」
と
、
主
食
用
米
の
標
準

的
生
産
費
と
販
売
価
格
の
差
額
を
全
国

一
律
単
価
と
し
て
交
付
す
る
「
米
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
の
２
つ
の
事

業
が
セ
ッ
ト
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
に
制
度

に
不
透
明
感
が
あ
る
も
の
の
、
県
、
Ｊ

Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
対
策
が
円
滑
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
農
家
へ
の
周
知
を
徹
底
し
、

水
田
の
有
効
利
用
に
よ
る
食
料
自
給
率

の
向
上
と
合
わ
せ
て
遊
休
農
地
の
解
消

に
も
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
庫
補
助
事
業
の
地
域
再
生
基
盤
強

化
事
業
で
実
施
し
て
い
る
市
道
南
北
線

道
路
新
設
事
業
は
、
平
成
18
年
度
に
事

業
着
手
し
、
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
は
、
切
土
、
盛
土

な
ど
の
土
工
事
が
完
了
し
て
い
る
区
間

か
ら
順
次
舗
装
工
事
へ
着
手
し
、
年
度

末
（
平
成
23
年
３
月
）
の
全
線
供
用
開

始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
南
北
線
に
接
続
す
る
宮

下
線
、
北
池
線
、
山
田
庄
山
手
２
号
線

の
３
路
線
も
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
て

お
り
、
平
成
22
年
度
に
土
木
工
事
お
よ

び
舗
装
工
事
を
行
い
、
南
北
線
同
様
、

年
度
末
（
平
成
23
年
３
月
）
の
完
成
を

目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
道
長
船
線
は
、
第
二
的
場
踏
切
の

拡
幅
工
事
を
Ｊ
Ｒ
に
委
託
し
、
２
月
上

旬
に
完
成
し
て
お
り
、
現
在
は
２
車
線

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
改
良
事
業
と
し
て
、
平
成
23
年

度
ま
で
に
石
綿
管
を
布
設
替
え
の
予
定

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
22
年
度
も

邑
久
町
下
笠
加
、
尾
張
、
豊
原
、
本
庄

地
内
お
よ
び
長
船
地
域
で
は
、
下
水
道

工
事
に
伴
う
支
障
移
転
部
分
を
改
良
す

る
予
定
で
、
残
存
石
綿
管
約
３
・
１
　
　

の
う
ち
約
１
・
７
　
　
の
布
設
替
工
事

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
牛
窓
町
長
浜
、
邑
久
町
山
田

庄
お
よ
び
長
船
町
服
部
地
内
な
ど
の
公

共
下
水
道
事
業
に
伴
う
配
水
管
布
設
替

工
事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
将
来
想
定
さ
れ
る
地

震
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
浄
水
場
の

耐
震
補
強
委
託
業
務
お
よ
び
各
地
域
の

重
要
施
設
で
あ
る
主
要
配
水
池
の
耐
震

診
断
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
水
道
施
設
は
、
浄
水
場
を

は
じ
め
と
し
た
施
設
の
修
繕
や
更
新
に

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
「
安
全
・
安
心

な
活
力
あ
る
水
道
水
」
を
供
給
し
て
い

く
と
い
う
目
標
の
指
針
と
し
て
、
平
成

21
年
３
月
に
「
瀬
戸
内
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
老

工事が進む市道南北線道路新設事業
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